
自立支援課 永田、杉田

電 話 0463-56-0314

問合せ先

○ 日 時 令和６年３月１1日（月）
午前10時から午前12時まで

入室開始は 午前９時45分 を予定しています

○ 開催方法 Zoomによるオンライン研修

○ 対 象 神奈川県在住または在勤の方
○ 定 員 80名（運営スタッフ除く）

○ 参 加 費 無料

○ 講 師 永井 玲衣 氏

○申込方法 インターネット上の申し込みフォーム入力またはFAXで申込みください
締切：令和６年3月5日（火）

申込フォーム https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/offerList_

detail?tempSeq=65576
FAXの場合には裏面申込用紙にて申込ください

※定員を超過した場合には、政令市以外の神奈川県
在勤または在住者を優先し、申込日時を考慮して
受講者調整を行います

申込フォーム用ＱＲコード

研修受講にはZoomクライアントソフトが動作するカメラ付きのパソ
コンと通信ネットワークが必要です
スマートフォンや移動中の受講は個人情報保護の観点から禁止させ
ていただきます
タブレットまたはパソコンでの受講をお願いします

哲学研究者。立教大学講師。著書に『水中の
哲学者たち』（晶文社） 哲学研究と並行して、

仕事で支援業務をされている方、家族の介護や友人の相談を聞く機会のある方、子育て中の方、近
所の人との付き合いがある方などなど・・・。皆、支えたり支えられたりして生活していると思います。
でも「ささえるってなにかな？」と言った時、思い浮かべる事はひとそれぞれ違うのではないでしょうか。
人とのずれを感じる事や、モヤッとした思いを感じる事があっても、今さら「支えるってどういう事？」な
んて訊けないし・・・。「そんな事も分からないの？と言われてしまうかも」「本音を言っていいのだろう
か・・・」といろんな思いが邪魔して無難に「まぁ人それぞれですよね」で済ましてしまう事はありません
か？ すごく大切なことなのに深く話し合わずに過ごしている事ってないでしょうか。今回の研修では、
そんな「大切なこと」について少し深く考えてみる、話し合ってみると、どんな事が生まれるか。という事を
皆さんと一緒に体験したいと考えています。

※オンライン参加という事での制限はありますが、参加者の皆さんはZoomのチャット機能を活用して、ご自
身の語りを投稿して頂き、講師を中心に全体で共有していきます。

「ささえる」 の よりみち を対話で
～そもそも、ソ レ は なんであったか？～

子ども自立生活支援センター（きらり）令和５年度 公開研修のお知らせ

学校・企業・寺社・美術館・自治体などで哲学対話を幅広く行っています。

哲学的対話



FAX送信先 0463-59-3815

●氏名、お住まい（勤務地）、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ、電話番号は必ずご記入ください
記載のない申込は無効とさせていただきます

●申込後、３開庁日以内に確認メールを送信させていただきます
確認メールが届かない場合には、メールアドレス登録間違いの可能性があります

研修参加情報のご案内に支障がありますので、担当者まで連絡ください

●Zoomへの参加情報（ミーティングID・パスコード）について
研修３日前までにお申込みのメールアドレスにお知らせいたします

なるべくインターネット上の申込フォームをご利用ください
•申込フォーム https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/offerList_detail?tempSeq=65576

自立支援課 永田、杉田

電 話 0463-56-0314

問合せ先

フリガナ*
性別

(該当項目に〇)
男・女・回答しない

氏名*

所属

お住まいまたは
勤務地*

(受講者選考にかかわりま
すので、必ずご記入くだ

さい)

・神奈川県内
・横浜市 ・川崎市 ・相模原市 ・その他

・神奈川県以外

職種別
(該当項目に〇)

・ご家族等関係者 ・相談、支援、指導員（施設）・サービス管理責任者
・相談、支援員（相談支援機関等） ・児童発達支援管理責任者
・保育士 ・心理士 ・看護師 ・医師 ・教育関係 ・その他

メールアドレス*

電話番号*

子ども自立生活支援センター（きらり）

令和５年度 公開研修 申込書

「ささえる」 の よりみち を対話で
～そもそも、ソレ は なんであったか？～

哲学的対話


